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2016年12月9日、韓国の国会において朴槿恵大統領への弾

劾決議が可決されました。その後も朴大統領の退陣を求める

声は衰えることなく、韓国ではいまだに緊迫した状況が続い

ています。

数々の疑惑によって民衆の怒りを買った朴大統領ですが、
彼女の行ってきた政策も厳しく批判されています。特に12・
28日韓合意や高高度迎撃ミサイル「THAAD」の配備、そして
日韓軍事情報包括保護協定（GSOMIA)の締結など、アメリカ
の対中国・北朝鮮政策に基づいた日韓外交は、東アジア情勢
にさらなる混乱を引き起こすことと予想されます。
日本にとって朴槿恵政権の4年間とは何だったのか。そし

てこれからの日韓関係・東アジア情勢にどのような影響を与
えるのか。東京支局長として日韓関係を見つめてきた韓国・
ハンギョレ新聞の吉倫亨（キル・ユンヒョン）記者に語って
いただきます。

２月１１日の「建国記念の日」は、神話を

もとに明治政府が制定し侵略戦争を美

化し天皇を賛美する象徴的な日だった戦

前の「紀元節」を、１９６７年にときの

政府・自民党政権が各界の

反対を押し切って制定

した日です。
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